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2019年
夏号

社会福祉法人  幸楽会 〒010-0136　秋田市上新城中字片野4番地

幸楽園居宅介護支援事業所
幸楽園訪問介護ステーション

☎018-870-2226
☎018-827-7566

外旭川デイサービスセンター 幸　〒010-0802　秋田市外旭川字鳥谷場136番　☎018-868-5415

特別養護老人ホーム幸楽園
シ ョ ー ト ス テ イ 幸 楽 園
幸楽園在宅介護支援センター

☎018-870-2224
☎018-870-2227
☎018-870-2226

～ 演芸会 ～
なごみの会様による歌や
踊りなどを楽しみました
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幸楽園だより
2019.夏

幸楽園ぬくもり写真館幸楽園ぬくもり写真館
外出デイ レストラン 回転寿司

お花見

レクリエーション

たのしいなぁ！ 大きいわね おいしそうでしょ！？ デザートは別腹よ♡

わぁ！きれい！！ 最高だな満開だわ！

それー！ 決めポーズ！アターック！
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幸楽園ほっと通信幸楽園ほっと通信
ご利用者の皆様が、安心して楽しく安全に過ごしていただけますようお手伝いいたします。

幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション

幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター
＜「アポ電」の被害を未然に防ぐために＞

　最近、「オレオレ詐欺」から「アポ電詐欺（強盗）」へ犯罪形態が変わってきています。電話でお金
の有無や個人情報を聞き出し、後日に金銭やキャッシュカードの引渡しを要求する「アポ電詐欺（強
盗）」のニュースを耳にすることが増えてきました。背景には固定電話を使用している高齢者がター
ゲットにされていることがあります。対策として、①断るだけでは不十分。②絶対に扉を開けない。
怪しいと思ったらすぐに警察へ相談しましょう。判断がつかない場合でも大丈夫です。＃ 9110（警
察専用相談電話）にかけてみましょう。
介護サービスの利用や困りごとなどお気軽にご相談ください。

介護や生活に関するお問い合わせは　℡018-870-2226

　元号も令和に変わり、奇跡的に出会えた和を大切にし、皆様に安心して笑顔の多い日々を過ごして
頂ける事を念頭にしております。
　私たちの和に入りませんか？秋田こまち（を食べている）のヘルパーがサービスを提供いたします。

ご利用については　☎018-827-7566　担当：梅崎・松山までお電話下さい。

お花見 演芸会

節分 新春初笑
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外旭川デイサービスセンター幸外旭川デイサービスセンター幸
さまざまな活動を楽しんでいただきました。是非、お気軽にご体験ください。

☎018-868-5415　橋本・堀井まで

季節を感じられる食材使用とメニューで、
食事を楽しんでいただきたいと考えています。笑顔　  をひきだす食事

お寿司は、利用者様食べたいものリクエストでいつもNo.1！
今回は見た目も楽しい、いろいろなお寿司です。

透明カップに酢飯を入れ３種
の具をのせました。断面の写
真がなく残念

大好評！楽楽寿司開店

３月

太巻きずしに
マグロとサーモン

手まりずし
お花見弁当

４月 ５月

調理体験

外出風景演芸会
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看取り介護について
　ほとんどのご家族はご利用者が入所される際、
施設での看取りをご希望になります。そのため、
ご利用者・ご家族の方々に対して、施設における
医療体制のご理解に努めております。病状の変化
に伴う緊急対応時には、看護師が医師と連絡を取
り判断すること、夜間は夜間勤務介護職員が夜間
緊急連絡体制に基づき、看護師に連絡をして対応
していること、ご家族との連絡体制確保のことな
ど説明を致しております。
　長年過ごした場所で親しい人々に見守られ自然な最後を迎えられるよう、幸楽園理念である
利用者の権利と尊厳を最優先し、一人一人の人権や人間性を尊重し、ご家族を継続的に支援し
ていけるよう努めております。また、施設内研修では毎年看取りについての学習会を設け、職
員全員が同じ倫理観、死生観を持ち接していけるよう力を入れております。

医務室・施設看護課

金額

収　
　

入

事業活動収入 408,869,447

施設整備等収入 2,318,040

その他の活動収入 10,170,086

収入合計 421,357,573

支　
　

出

事業活動支出 392,491,617

施設整備等支出 13,596,182

その他の活動支出 14,408,841

支出合計 420,496,640

当期資金収支差額 860,933

前期末支払資金残高 157,933,036

当期末支払資金残高 158,793,969

資金収支計算書
区　　分 金　　額

資産の部 694,164,573

負債の部 71,818,373

差引純資産 622,346,200

財産目録
金額

収　
　

益

サービス活動収益 402,900,869

サービス活動外収益 5,968,578

特別収益 2,250,000

収益合計 411,119,447

費　
　

用

サービス活動費用 401,494,914

サービス活動外費用 788,900

特別費用 2,250,002

費用合計 404,533,816

当期活動増減差額 6,585,631

前期繰越活動増減差額 263,930,343

その他の積立金取り崩し額 88,649,228

その他積立金積立額 10,000,000

次期繰越活動増減差額 349,165,202

事業活動計算書 （単位：円）（単位：円） （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科目 金額 科目 金額

流動資産 172,060,448 流動負債 28,214,479

固定資産 522,104,125 固定負債 43,603,894

負債の部合計 71,818,373

純　資　産　の　部

基本金 76,424,364

国庫補助金等特別積立金 66,756,634

その他の積立金 130,000,000

次期繰越活動収支差額 349,165,202

純資産の部合計 622,346,200

資産の部合計 694,164,573 負債及び純資産の部合計 694,164,573

貸借対照表 （単位：円）

＊各会計の財務諸表は、法
人本部に備え付けてあり、
閲覧できます。

平成30年度　決算報告

●理 事 長　永　田　賢之助
●副理事長　渡　辺　良　雄
●常務理事　高　橋　　　怜
●理　　事　藤　原　昌　一
●理　　事　古　戸　　　武
●理　　事　若　狭　清　美

●業務執行理事　飯　塚　喜　弘
●監　　事　半　田　政　敏
●監　　事　安　藤　　　涼
●評 議 員　佐　藤　俊一郎
●評 議 員　宇佐美　　　斌
●評 議 員　嵯　峨　誠　子

●評 議 員　泉　　　東美男
●評 議 員　辻　　　匡　人
●評 議 員　三　浦　昭　司
●評 議 員　大　森　孝　志
●評 議 員　佐　藤　初　世

社会福祉法人 幸楽会 役員名簿
任　期　理　事　令和元年度定時評議員会終結時から令和３年度定時評議員会終結時まで
　　　　評議員　平成29年４月１日から令和３年度定時評議員会終結時まで

令和元年６月30日現在
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秋
田
の
七
福
神
巡
り　

道
川
の
愛
染
神
社

１　

真
澄
の「
勝
地
臨
毫
」
の
郷

　

上
新
城
は
低
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
鄙
の
郷
だ
が
、
古
代
み
ち
の
く
の
行
政
拠
点
、
出
羽
の
柵
に
近
い
こ
と
か
ら
、
歴
史

上
興
味
津
々
の
ロ
マ
ン
を
残
し
て
い
る
。
今
日
語
ろ
う
と
す
る
の
は
、
江
戸
期
「
新
城
沢
の
内
」
道
川
郷
の
愛
染
神
社
の

こ
と
だ
。
当
時
の
模
様
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
は
、
こ
の
度
も
ま
た
菅
江
真
澄
の
登
場
を
待
つ
。

　

真
澄
の
文
献
の
一
つ
に
、
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
「
勝
地
臨
毫
」
な
る
冊
子
が
あ
る
。
そ
の
「
秋
田
郡
四
」
道
川
郷
編

に
、
こ
の
神
社
周
辺
の
模
様
を
克
明
に
描
い
た
図
絵
が
あ
る
。
情
景
は
同
じ
藩
政
の
こ
ろ
訪
れ
た
津
村
宗
庵
の
一
文
で
説

明
す
る
。「
み
ち
か
わ
に
至
れ
ば
、
愛
染
は
山
の
上
に
ま
し
ま
す
。
鳥
居
の
下
よ
り
右
の
階
は
る
か
上
れ
ば
、
木
し
げ
き

松
の
く
ろ
う
あ
る
陰
に
、
御
堂
建
て
り
」。

２　

湖
底
の
村
の
守
り
神

　

道
川
編
は
都
合
三
枚
あ
る
。
一
枚
目
の
「
其
の
三
」
の
絵
は
右
手
に
山
越
え
の
道
、
鈴
坂
と
、
伝
説
の
カ
ラ
ト
石
（
後

述
）
の
場
所
を
配
し
、
中
央
に
郷
の
景
勝
ポ
イ
ン
ト
の
道
川
雄
滝
が
あ
る
。
さ
ら
に
左
側
、
遠
景
に
、
山
上
は
る
か
な
愛

染
の
社
を
描
き
、
下
面
に
は
、
今
は
ダ
ム
の
底
と
な
っ
た
女
滝
を
写
し
取
っ
て
い
る
。

　

二
枚
目
の
「
其
の
四
」
は
、
湖
底
に
な
る
前
の
女
滝
の
姿
だ
。
主
題
の
神
社
周
辺
を
俯
瞰
し
た
の
が
三
枚
目
に
な
っ
て

い
る
。
建
物
は
当
時
は
真
言
宗
の
寺
で
愛
染
院
だ
っ
た
。
結
界
の
し
め
縄
か
ら
先
の
百
段
の
石
段
の
山
頂
に
、
小
ぢ
ん
ま

り
と
描
か
れ
て
い
る
。
麓
の
上
り
口
に
、
湯
治
場
「
愛
染
の
浴
舎
」
が
あ
る
。

　

寺
も
愛
染
明
王
堂
も
今
は
な
い
。
愛
染
院
の
跡
地
の
中
腹
に
小
さ
な
愛
染
神
社
が
建
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
の
廃

仏
棄
却
か
ら
逃
れ
、
二
つ
を
合
祀
し
て
残
し
た
も
の
ら
し
い
。

３　

ご
神
体
は
県
重
文
の
四
体

　

場
所
は
大
滝
山
自
然
公
園
の
入
り
口
で
、
坂
道
に
さ
し
か
か
る
辺
り
に
一
際
目

立
つ
大
鳥
居
が
目
印
だ
。
堂
宇
は
山
の
中
腹
の
杉
林
の
中
に
あ
る
。
祭
神
は
伊
邪

那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
の
二
柱
に
加
え
、
他
に
三
神
を
祭
っ
て
い
る
。
神
仏
混
交

の
名
残
だ
ろ
う
か
、
み
仏
を
お
守
り
す
る
四
体
の
神
像
を
安
置
し
て
い
る
。

　

家
庭
の
円
満
を
見
守
る
愛
染
明
王
座
像
と
、生
活
圏
の
北
辺
を
ガ
ー
ド
し
、人
々

の
不
浄
心
を
食
べ
る
と
い
う
金
剛
夜
叉
明
王
座
像
。
こ
の
二
体
の
大
き
さ
は
共
に

高
さ
一
米
だ
。
三
つ
目
は
大
日
如
来
の
お
使
い
と
し
て
知
ら
れ
る
不
動
明
王
像
で
、

丈
は
一
米
五
十
。
こ
れ
ら
三
体
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
作
だ
。

　

残
る
一
体
は
人
々
に
福
徳
を
与
え
て
く
だ
さ
る
毘
沙
門
天
立
像
で
、
身
の
丈
一

米
四
十
六
セ
ン
チ
だ
か
ら
ほ
ぼ
等
身
大
と
言
え
る
。
こ
の
ご
神
体
の
縁
を
持
っ
て

財
宝
享
受
の
信
仰
を
集
め
、
新
年
の
七
福
神
詣
で
の
定
番
コ
ー
ス
に
選
ば
れ
て
い

る
。
ご
神
像
四
体
は
す
べ
て
桧
の
寄
せ
木
造
り
で
、
共
々
秋
田
県
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。	

（
永
田
賢
之
助
）

　

平
成
か
ら
令
和
へ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
広
報
委
員

会
も
一
新
し
て
お
り
ま
す
。
本
誌
を
ご
覧
に
な
る
皆
様
へ
幸
楽

会
の
雰
囲
気
を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と

存
じ
ま
す
。

新
人
職
員
紹
介

　
今
年
２
月
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
幸
楽
園
で
勤
務
、

６
月
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

勤
務
に
な
っ
て
い
る
看
護
師

渡
部
良 

で
す
。

①
趣
味
②
県
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
③
今
後
の
抱
負

①
海
・
川
に
限
ら
ず
釣
り
全
般
。
最
近
は
タ
ナ

ゴ
釣
り
。
ど
れ
だ
け
小
さ
い
魚
を
釣
る
か
…

に
夢
中
で
す
。

②
美
郷
町
六
郷
の
湧
水
群
。
自
転
車
で
の
ん
び

り
観
て
回
り
た
い
場
所
で
す
。

③
今
尚
、
一
か
ら
教
え
て
も
ら
う
事
ば
か
り
で

迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
事
に
も

丁
寧
に
答
え
て
下
さ
る
先
輩
方
に
感
謝
し
、

早
く
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。


